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Anomalous suppression of superconductivityaround 1/8 of the hole concentrationper Cuinthe
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体を単結晶にすることは出来なかったが､育成棒を機械的に割ることにより､ 1 × 1 ×
0･2mm3程度のへき開面を持つ単結晶を分離して得ることができた｡ ICP(Inductivcly
































直流帯磁率の温度依存性は､ 20 K以下で増加するキュリー項と､ 80 K付近のブロード
など-クを与えるCuO2鎖のスピンの磁化率に分けて解析できることが分かった｡また､























より簡便なフラックス法で単結晶育成を試みた｡仕込み組成を､ sr....caxcu2.(NaCl)‖0.. (X =
- 13-
0, 9, 12, 14)として､高温から徐冷速度-2℃/hで育成を行った結果､仕込みがX=0
と9で単結晶を育成することに成功した｡これらの単結晶の組成分析を行った結果､仕込
みCa濃度Ⅹ-9で育成された単結晶はⅩ-6.9となり､単結晶中にはcaが固溶しにくい
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